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ぶ
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立
て
ば
な6
。

.換
言
す
れ
ぱ
债
權
者
と
雖
名
偾
務
者
に
對
し

M
a
c
h
t

 

を
有
す
る
て
と
な
き
な
み
。
之
に
.反
し
，て
國
宗
高
權
は 

^
民
に
.對
し
*
命
令
を
法
#
上
强
制
し
得
る
の
‘權
ヵ
杧 

A
、
此
の
意
籤
に
於
け
る
統
治
權
は
今
W
の
法
に
^-
て 

國
寧
に
限
ら
る
、
特
權
を
な
す
名
の
な
6
。
然
6
、
國
家 

.
の
み
獨
6
能
く
個
人
め
意
思
を
侵
し
、
其
の
.財
產
、
自
出 

M

t
生
侖
を
^

®
ず
る
こ
A
を
#
る
な
6

0
市
町
材
其 

他
の
公
共
團
體
啟
斯
の
如
き
鑛
ヵ
を
固
濟
す
る
乙
と
な



雑

錄
:
.

90

し
、
固
ょ
6
斯
く
言
へ
ば
と
て
-地
方
園
體
が
全
く
命
令 

權
を
有
せ
ず
と
沄
ふ
に
非
ずo:

然
れ
ど
其
の
侖
令
の 

货
後
に
は
常
に
a
家
あ
6
て
始
奶
<
其
の
效
カ
を
生
育 

る
の
み
。
地
方
隨
體
は
廣
芦
範
園
に
於

V

關
體
g
體
.の

) 

行
政
權
、條
例
制
定
權
、文
：
51
に
司
法
權
.を
：名

有

ず

る

こ| 

i
あ
れ
^P

、

其
の
命
令
、が
遨
由
效
力
を
生
ず
る
似
爲

\ 

めU

は
®
督
宫
廳
の
•關
與
を
條
件
と
し
、
左
な
く
ば
其'
 

\ 

の
統
治
權
の
行
使
が
將«
の
事
項
に
付
き
.國
家
ょ
6
黍

\ 

任
せ
ら
れ
^
る
％
の
な
ら
ぎ
る
可
か
ら
^
。
卽
ち
地
方
一 

團
體
舣
命
令
權
を
有
し
、
典
の
命
令
を
強
制
す
る
場
合
一
'
 
パ

.

に
在
6 
<

名
該
團
髋
は
國
家
に
代6
5C
は
其
の
委
任
に\ 

基
き
て̂

治
權
を
行
ふ
名
の
に
し
て
其
の
權
カ
は
本
來

I 

は
國
家
の
權
カ
お
る
な6
。
她
方
國

«

は̂

民

を

布

す\ 

る
乙
と
な
し
、
從
つ<

其
の
住
民
に
對
す
る
關
係
は
猶

I 

私
法
上
に
於
て
傲
權
者
の
偾
務
者
に
對
す
る
が
如
く
均
一 

し
く

. m
a

c
h

t
l

o
s

な
6
、
藎
し
執
行
權
は
双
方0
場

合

に

) 

於
て
等
し
く
國
家
の
掌
中
に
在<

存
す
れ
ば
^

^

、

3 

れ家如何

に
小
な
ら
と
雖
ど
名
此
の
國
家
高
權
を

I

砻

有
す
る
點
1C
於
v
tt
嫩
大
國
i
異
な
^

^
な
し
、
之i
.
.
 

軻
蹄
に
趣
方
團f

何に大な離と，

p
>5l
f

; 

に
於
<

_
家
，.の
十
數
倍
の«
ヵ

を

肴

す

る

場

合

土» 

$
、
猶

讓

高

權

を

有

せ

ぎ

る

點

；に
於
て
は
小
町
#
と 

擇
ぶ
所
な
き
な6
。.
國
家
立
地
；方
團
徽
の
相
^
?
^
る
點

偖

而

右

，述

ぶ

る

が

^
ぐ
な
れ
ば
最
高
に
し
て
叉
從

V

 

其
.の
上
^
,

1

»

«
等
な
る
權
力.の
#
在
を
離
め
?'
'
る
* 

權
を
以
て
國
家
觀
念'の
*要
素
と
な
す
を#
3'
'
る
こ
i
明 

白
な
6
0
:其
.故
如
何
i
な
れ
ぼ
他
のf

に
¥

る
場
：
 

合
と
®
ど
名
' 
猶
個
A
3f
f
ir.
M
慠
に
對
しv

統
治
權
を
：
 

行
逛
し
、
從.
yII
權s

t
i
t
s
g
e

 wait

を
保
有
し
#
可
げ 

れ
ぱ
，な
：
6
。
統
治
*
の
行
使
不
#
使

：
に
，
關

し

他

の

權

ヵ

： 

の
.爲
.め
に
法
律
上
の
制
裁
を
蒙
る
場
合
に
在
6
て
は
® 

.國
寒
0
'主
'
^
體̂
^
あ
ら
^
る
C

I

C

固

よ

-
^
明

白

な

る
 

名
、
其
の_
家
の
銃
治
權
は
斯
：か
る
場
侖
に
，

'«
6
セ
令 

消
滅
す
る
乙_:と
な
く
又
能
治
權
其.の

名

の

^

^

等

な

る
 

賴

機

の

法

に

依

，
つ

<
戀
3&
.せ
$
る
>
乙
；
と

な

し

。
：
故

..に

i a i

「

ゲ
ル
ベ-

ル」

氏
の
如
く
主
權
.を
.以
て
完
全
な
る
國
權
の 

將
質
と
な
.す
は
、
敢
て
不
可
な
か
ら
ん
$
之
を
以
て
國 

家
11
念
の
要
素
と
な
す
能
は
次
る
也
。

(a.ab.s.19)

〔

其

の

三j

主

權

か

。
統

治

權

が
。

.

獨
逸
に
於
け
る
寧
者
の
學
說
は
自
&
ら
SJ
®
帝
圓
の 

實
«
に
支
配
せ
ら
る
、
名
の
多
し
。
仍
て
今
前

.揭
一M
 

の
學
媒
、
果
し
て
孰
れ
が
退
；

u

し
て
孰
れ
於
非
な
る
や 

を
言
み
に
先
ち
、
獨
逸
帝
國
の
今
日
有
る
に
至
れ
る
事 

情
に
付
きy

聊S

敍
す
ふ
所
ぁ
る
べ
し
。

3
て
十
九1 1

|
紀
の
«
め
、
傘
破
®
が
萊
因
同
盟Etats 

confedlT

srd
u

 R
h
i
n

を
組
織
す
る
に
及
び
、
獨
逸
諸 

候
の
領
地
は
洤
然
國
法
上
の
義
絆
を
脱
し
獨
立
め
ま
權 

團
體
卽：

ち

所

爾F
f
t
e
n
s
t
a
a
t

を
成
し
、
其
後
獨
立

； 

■
举
終
結
の
後
卽
ち

1

千
パ
百
十
五
年
獨
逸
同
盟-つ〕 

er B. 

Bp<
n
d

) 

嘴

ち

る

、

に
S
A
V 

V

名
獨
逸
諸
邦 

は
寸
毫
省
從
前
の
主-#
を
拋
棄
す
る
こ
と
な
か
ろ
.し
な 

i

1

千
八
西
十
五
年
よ6

1,千
八
瓦
六
十
六
年
に
至

る
牢
世
紀
の.間
、
：槪
し
く
獨
逸
民
族
の
共
同
の
利
益
を 

代

表
-b
7 C
る
獨
逸
同
盟
は
聯
邦

B
S
n
d
e
s
s
t
a
a
t

に
あ
ら 

ず

:L
て
M

純
な
る
國
家
聯
合
切

taatenb.

口nd
 
f

し 

\ 

f

o

聯
邦
i
il
家
聯
合
i
0-
ff
l
-違
は
：前

述〗
一
氏
の̂
 

\

說
ぢ
於 

<
詳
述
せ
ら
れ̂

.る
栌
如
く
.一,
は
.國

法

上

の

紙
 

|

織
杧
る
に
：£

、
：
一
は
廳
際§

合
關
係
允
.
4。
.
.
藎

し 

\

聯
邦
は
其Q.

成
立
.の
®
礎
國
法
に
在
れ
ど
名
、
國
家
聯 

\

合
炫
其
の
成
立
の
：甚
礎
常
に
條
約
に
茌

6
、

一
 

は
成
立 

\

及
び
存
纘
の$
礎
權
カ
德
係
贮
在
れ
と
或
、

1

は
平
等 

\

關
係
を
以
て
其
の
成
立
及
符
鐵
の
條
件
と
な
せ
ば
夺
ム
ノ 

\

伹
し
ー「

ッ
才
ル
ン」

璐
に

'!
:「

.ラ
ー
バ
ン
ド」

の
ニ
庇
は 

I

聯
邦
及
び
國
家
聯
合
を
區
別
し
て
、
前
者
は
*
利
主
體 

一R
e
c
h
t
s

s<b
j
e
k
t

な
る
に
反
し
、
後
者
拟
權
利
關
係
.
1
1
 

| 

. 

echtsverh 
沖 Unis 

な
-

o

云
^
と
雖 

f̂
ft
此
の
® 

\

別
は一

止
確
y
.4>
b

と̂

信

^

。

R
ealC

i
n
i
o
n

卽
ち
物
上
聯
合
に
*
.
り
て
は
其
の
當
事 

國
祀
る
各
國
は
各
々
獨
立
の
：

1

國
に
し
y
s
^
0
.
場
#. 

の
如
く
各
國
0 .

上
C

立
o

¥

; t

中
央
權
ヵ
ぁA

X

<

各
靡



が
之
に
服
從
ず
る2
云
.ふ
に
あ
ら̂

、
a'
E

u
li
法
上
'0 

結
合
に
あ
ら
ず
し
て
讓
法
上
の
聯
合
杧
-り
。
然
る
に 

此
の
國
際
法
上
の
獅
合
杧
る
物
上
]1
<
ロ
过
第
三
國
に
對 

す
る
關
係
に
於
て

一
國
家
の
如
•く
に
！̂

i
:れ
_

際
法 

上
の
權
利
そ
有
し
義
務̂
資

ふ

。

今

便-!
£

の

爲

め

本

德 

前
號
に
於
け
る
板
倉
敎
擴©
論
文
の
.
.ー
節
を
引
用
す
る
，

乙
と
左
の
如
し
。
 

j 

「

物
上
■
合
.(Real 

U
uio

n
)

 

i
は
ニ
箇
以
：̂の

國| 

家
於
其
相
互
間
に
は
獨
立
の
權
利
主
體
宂
る
に
拘
は

：

\ 

ら
支
、
爾
餘
の
第
三
國
，に
對
し
て
は
、
共
同
し

V

唯 

1

镩
の
權
利
主
體
と
爲
る
國
家
0
結

合

を

云

ふ
.°
故

\ 

に
物
上
聯
合
を
構
成
す
名
國
家
と
國
家
と
の
間
に
は 

瓦
に
.國
際
法
上
の
權
利
を
有
し
義
.務

を

負

办

奢

な

れ,\ 

ど
名
、
聯
合
以
外
の
第
三
國
に
對
し
.て
は
共
同
ウ1 

權
利
義
務
を
享
有
負
檐
し
孤
立
し
て
は
何
等
の
權
利

\ 

能
力
を
有
す
る
％
の
に
非
次
る
を
以
て
、
物

上

聯

合

\ 

に
屬
す
る
國
家
は
完
全
な.る
權
利
能
力
者
と■云
ふ
.こ 

と
を
得
^」

云
々
。(

本
誌
前
號
六
八
〇
頁

)

卽
ち
明
白
に'國
際
的
國
家*
<
1
!
お
'る
物
上
—
合
»
聯 

合
國
相
ft
;の
0

0

は
於
て
は̂

,

に

權

利

關

係

^

る

に

.1
1

:
 

4
る
名
第
1
1菌
に
對
し
て«
淦
®

〗

な
る̂

利̂

®

 

に
し
<
谷
關
孤
贷
し
て
は
權i

力
な
き
名
の
な
纟
。 

予
が
國
法
上
€
»
存
國
家
と
國
際
的
國
家
聯
合
と
を
區 

別
す
る
亡
權
利
主
體̂
る
と
西
と
.
4
,以
て
す
る
を
；止
確 

な
ら
章
と
な
す
所
以
は
卽
ち
此
に
花
つ
て
存
す
。

：

•.
■論
_
聊
か
岐
路
10
入
6
杧
れ
ど
名
、
國
家
聯
合
の
性
、
 

質
澌
の
如
く
な
れ
ば
、
獨
逸
同
盟
に
厕
す
る
諸
邦
の
人 

民
は
.直
接
に
は
毫
も
同
盟
に
對
す
る
關
係
を
有
せ
次

6
.
 

し
な
6

0
卽
ち「

プ
ラ
ン
.グ
ブ
ル
ト

®

ア
ム
®
マ
ィ
ン」 

に
於
け
る
聯
合
會
議

「
(
M
n
d
e
s
t
a
g

 zii F
r
a
n
k
f
s

 a. 

s

o
'.
^

m

®

务
國
の
-人
'民
：に
遨
由
義
務
を 

負
は
し
め
杧
る
に
ぁ
ら
*

、
各
國
の
政
府
财
之
を
採
用 

す
る
：に
依-
^
<始

め
<'
其
の
効
カ
を
生
じfc
る
な
6
。 

(

聯
合
#
議
は
一
千
八
百
十
六
苹
十
一
月
芄
は
始
め

< 

其
め
脅
合
を
見
杧6)

。

獨
逸
同
盟
基
本
法
 G

r

pcndgesetz

rpl
d
e
s
B

 
ロ ndes

tt
名

.は
基
本
法
と
云
ふ
と
雖
名
實
際
に
於
て
»
國
際
條
約
0 

を
有
す
る
^p

の
.に
し
て
、
郎
ち
次
の
一
一
箇
の
«
定 

•

書
よ
.6
成
れ
6
。
ニ
.は
一
千
八
百
十
五
年
六
月
八
S
の 

»
合
*
定
書
に
し
•て
.
、一

は

ー

千

八

西

ニ

十

年

五

月

十
 

五
H
め

濰

_

會

議

議

定

書

卽

ち

是

な

ろ

:0
1
者
®
ち
*

.
 

納
會
_

_
定
書
.に
於
て
は
獨
逸
同
盟
妒
國
際
法
上
の
聯 

^
<
S
S
T
e
c
l
E
i
c
h
e
r

 Verein 

な
る
と
.
 ̂明
言
せ 
6

0

_
偖

而

獨

逸

词
.W
の
解
體
前
郎̂v

一
千
八
百
六
十
六
年 

.

六
月
十m

普
漏
西
は
新
憲
法i

を

提

出

し

X- 

.

.同
年
八
月
普
漏
西
は
公
然
普
偏
西
に
敵
抗

.せ
ぎ
る
獨
逸
，
 

諸
邦
7
同
盟
條
約
を
締
結
货6
。
此
の
條
約
は
#
«
然 

fc
.る
國
際
條
約
な6
し
名
、
締
盟
諸
國
は.之
.に
'依
6
て 

»
lp
建

設

の

，
義

務

を

資

—

し

忆
6
。

伹

し

締

盟

諸

國
 

の
_
脅
1/
3
:各
_
終
局
汐
議
決
權
を
留
保
し
允
.る
を
以 

て
、
.

に
聯
合
會
議
の11
決
の
み
を
以
て
し
てS
0 

法
»
朱
だ
其
の
.效
力
を
生
賞
る
能
は̂CTS

し
な
.
6
.。
普
_
 

漏
^

95.

新
憲
法
萆
案
を
審_
す
可
く
ー
：
千/1
瓦

六

十
.
.
 

1-
9

六
年
十
一.一;

月
屮
五
'日
を
以
て
伯
林
に
集
合
し
把
る
同
®

.
雜

錄

各
國
の
全
—
委

員

は

愼

童

審

議

の

產

法

蕭

を

•蜜

 

し
其
後
諸
國
は
其
の
國
法
の
規
宠
に
基
き
代
表
者
の
選 

擧
を
行
a
fc
る
#

、
此
獨
逸
聯
邦#
議
の
伯
林
に
開
か 

れ
允
る
拔
|,'千/1
百

六

十

七

年

ー

一

月

ニ

十

四

日

な

ろ

。 

此

の

嗡

議

は

單

雛

な

.る

憲

法

諮

_

會

識

の

.
性

質

を

有

し
 

把
る
名
の
な6

0
册
議
は
£
月
九
日
ょ
6
四
^
卜
六
！
1
1

 

に

及

a、
幾
多
め
修
芷
を
經
忆
：る
後
、
.遂
に

i f
.

十
三
翦

に
對
す
.る
！

百 
一一|十
;«
の
，多
數
を
以
乂
之
を
可
決
し
允 

6
0
 

. 

' 

丨

.

^

^

S

\

K^
は
爵
|1̂
|
§

會
.

之
を̂

]

決
し̂

る
後
、.

六
：
^

 

ニ
十一

日
ょ
6
同
ぃ
ニ
十
七
日
に
至
る
間
に
於
て
各
國
政 

崩
之
を
公
布
しf

c

る
が
、
其
の
效
カ
を
生
^
杧
る
は
ニ 

^
八
瓦
六
十
七
年
七
月
ブ
日
な
る
を
以
.て

I f
c

^

A

部
？ 

は
©

ち
斯

.

の
：日
を
以
，
;<

成
立
し̂

:

る
«.
:

の
な
6
。

t

滞 

逸
®

邦
成
立
、

の
'，

歷
史
的
前
提
を
な
し
记
る
一
千：^
§

丄、 

士
ハ
年
八
月
の
同
盟
條
約
は
尙
ほ
同
盟
園
於
獨
立
の
主 

權
團
體
と
し.

て.

締
結
し̂

る
名
の
な
る
；

P
、

，旣
に
各
國 

が
—

邦
憲
法
を
採
用
し
、
北
獨
逸
聯
邦
の
成
立
す
る
其

■

1
九
111



の
踏
^
に

、

八

月

條

約
.«
完

全

ヒ

其

の

目

助

を

達

し

把
 

る
結
集
：-

o

しV

當
然
消
減
し
^
る
^
の
.な
6
。
さ
^
^
, 

此
獨
逸
聯
邦
成
立
の.法
律
.上
の
基
礎
は
'八
月
條
約
に
也 

ら
梦
し
て
#
邦
憲
法
其
の
名
の
な九

：：
.

.

へ 

.
右
の
八
月
滌
約
杧
酷
似
す
る
名
の
を
一
千
八.百

七

,+
: 

年
の
所
謂
十：一 

'月
條
約
な
6
之
す
。
此

-;
0
十

1.
月

職

約
 

は
其
の
.名
の
示
す
於
如
く
稿
然1t
'/
6

-l
i
際
*
約U

過
ぎ 

^

6し
名
、
其
の
條
約
の
目
が
と
し
把
る:#
f
t;:
4
L
r逸 

聯
邦
と
南
獨
逸
の
各
主
權
國
と
の
間
に
、
.從
前
は
單
に 

阈
際
關
係
.に
過
ぎ
§'
'

6し
？
の
を
國
法
傲
關
係
肊
變
®

へ 

ぜ
ん
と
す
る
に
在
6
き
。
f

北
獨
逸
聯
热
議
會
並
に 

南
獨
逸
諸
國
の
_
會
は
十‘ 一

月
條
約
を
協
: «
し
<
以

て
. 

之
に
独
律
上
の
效
力
を
生
せ
し
め
典
の
效
カ
の
始
期
を 

一
千
八
百
七
十j

年

I

月

I

日
と
確
定
し
杧
6
。
卽
ち 

斯
の
日
を
以V

«

®

^

國
はg

立
し
杧
^
^
6
6

 

f

 

而
し
<
獨
逸
帝
國
憲
法
の
成
立
と
同
肪
に
十
一
月
條
約 

は
究
全
に
其
の
目
的
を
達
し^

る
結
果
と
しy

當
然
消
. 

減
し
^
る
？
の
な
る
を
以y

、
.
十
一
月
條
約
は
獨
逸
帝

國
成
立
め
歷
史
的
前
提
を
な
し
^
る
名
の
な
れ
ど
名
、

帝

國

故

立

の

法

律

上

：
の
.
#
礎

を

成

す

劣

の

は

十

一

月

條
 

約
に
あ
ら
支
し
弋
獨
逸
帝
搦
憲
独
其
の
名
の
な
ら'0 

.

一

千

八

百

七

：十

I

年

I
.

月
十
八
0「

ベ
ル
サ
ィ
ユ」 

に
於

<

獨
逸
皇
帝
の
卽
位
式
擧
行
せ
ら
れ
、
次
で
同
苹 

三

月

ニ

十

一

：

.

日
ど
以
て
第I

间
の
帝
國
議
會
は
伯
林
に 

開

&

れ
ぬ
。-

I

午
八
百
七
十
.

一

年
四
月
十
六
日
を
以
て 

一
ド
公
布
达
ら
れ̂

る
獨
霧
帝
1 |

新
憲
法
«
諸
種
の
條
約
に 

’

基
きV

,

協
定
せ
ら
れ*

る
*
憲
法
に
代
り
し
名
の
に
し 

y

、
舊
憲
» :

の
基
礎
と

.

«

.

れ
.

る
諸
植

.

の
條
約
と
は1

千 

\

八
百
七
十
年
十
ー
月+ '

五
- H

の
*

獨
逸
聯
«
と
巴
典
及 

び「

へ
ツ
セ
シ」

と
の
條
約
、
同
年
同
月
二
士
二
日
の 

'

巴
奮
ど
の
條
雜
及
び
词
年
同
月
ニ
十
五
€

芘
敦
堡 

\

と
の
廉
赞
の
三
者
を
指.す

？

の

な

*
^
。

さ

れ

ば

新

憲

法
 

一
刺
定
以
目
的
、は
主
と
し<
憲
法
規
定
の
統
ーに
在
ら
し 

\

 

$
の
に
し<

、
從y

右
の
條
約
は
獨
逸
帝
國
憲
法
を
解 

釋
す
る
上
に
於
て
は
今
日
，做
ほ
重
大
な
る
意
籤
を
有
す 

る

名
の
と
云
は̂
る

を

得
ず
o
.

:
織
逸
带
1[
成
立
■の
由
來
槪
略
上
述
の
如
し
。
巴

烕

偷

て

は

結

爲

狐

逸

帝

國

を

國

寒

と

な

し

各

艾

分

亂

を

队

て 

の
學
密「

.V
:.グ
X-
®
フ
才
'ン
、
'ザ
ィ
デ
.ル
.

」

.

M
a
x
v
.
S
e
y
d
e
i
.

地
方
自
治
團
體
な
各
と
解
す
る
.こ

と「
ツ

オ

ル

ン

:

■•
•
の 

•

が
獨
逸
帝
國
は
主
權
を
有
す
る
國
家
相
互
の
間

に
締
' 

說
の
如
く
な
す/;
>
、

_

將
*

叉
獨
逸
帝

H

M

に
各
^

^

0 

'^
せ
ら
れ
^
る
國
際
條
約
に
其
の
永
^

の
甚
礎
を
置
く

 

|

共
に
國
家
な6
と
解
す
る
こ
と

「

1フ
—

バ

ン

ド

一

の

1«
の 

%

0
な
6
と
し
、
獨
遨
帝
國
を
以
て
聯
邦
に
あ
ら
少
し

|

如
く
な
ず
か
の
問
题
に
歸
着
す
る
名
の
と
沄
ふ
を
得
べ 

て
國
家
聯
合
な6
と
な
し
ぉ
る
は
德̂
き
談
見
な
ろ。

\ 

:

.

し
0
:.獨
逸
の
如
き
钹
雜
な
る
國
家
組
織
並
に
歷
史
を
育

.

it
故
如
何
と
な
れ
’は
獨
立
帝
國
の
成
立
は
固
ぇ
國
際
條 

約
^
る
十一

' 月
條
約
に
依
6
て
其
の
最
勒
の
基
礎
を
得 

女
ふ
名
の
な
る
は
爭
ふ
可
か
ら^

る
の
事

*

な
る
名
、 

前
述
せ
る
好
如
く
此
の
條
約
杧
る
や
帝
國
憲
法
の
成
立.
 

i

同
塒
に
辦
滅
しf c

る
ぢ
の
に

こ

そ

ぁ

れ

：.
ば

法

理

上

十
 

j

'̂
條
約
を
以
て
其
の
成
立
の
基«
と
な
す
能
«
5'
'
る 

は

恰

名

，八

月

條

約

の

北

獨

逸

聯

邦

.

u

於
け
る
關
係
の
如 

し
。「

ツ
才
.ル
ンj

氏
が「

ザ
ィ
デ

.

ル」

氏
に
對
し「

ツ 

ィ
ツ」

風
の
主
權
分
割
説
の
攻
攤
を
稱
揚
す
石
ど
同
蹄 

に
、
it
の
^

^

否

裳

論

を

非

雛

し

忙

る

は
®

に
當
を
得 

女
6

0

屉
を
以
て
虫
權
、
統
治
權
の
孰
れ
を
以
て
國
家 

!.
?

•

概

念

の

要

素

と

な
す
可
き
か
0
問
題
は
、
獨
逸
に
在-
^

す
る
國
：に
在
ヶ<
は
後
說
於
至
極
穩
當
の
學
說
と
し
-<

1

般

.(
C
歡
迎
せ
ら
る
、
は
淘
に
敌
な
き
に
あ
ら
ず
と
離 

と

％
唯
夫
れ
幾
多
の
缺
勤
の
之
拓
|1
伴
す
る
を
遺
®
と 

す
o 

V

統
治
權
を
以
て
剧
家
觀
命
の
喪
素
な
み
と
な
す
論
者 

e

日

く「

主
權
を
有
せ
次
る
政
治
_
體
に
し
て
猶
且
つ 

國
家
な
る

#

呼
を
有
し
叉
世
人
财
普
通
に
國
家4
呼
び 

來
れ
，る
名
の.

實
に
其
0
例

U

乏
し
か
ら
す
、
然
る
に
若 

し
主
權
を
以y

a

家
の
要
素
な.

6
i

な
さ
ん
/J

y
、
.
遥
等 

の
國
家
は
凡V

國
家U

あ

ら

ず

の
- ^

t

の
結
»
に
到 

鑛
せ
次
：る
を
得
步」

と
。
然
4
と
雖
ど
ぢ
斯
の
如
き
の
論. 

法
を
以
て
ず
れ
ば_

屬
國
4
亦

當

然

國

家

な

ろ

と

.
の

菇

.

' 

■ 

1九
沍
.
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.

雜

.

錄
.

れ
：ぞ
眞
*
不
當
な
る
'結
#
を
產
s

t
ん
K
あ
ら
ず
、
'»

.

.1
睡
»
獨
.立
^

,
"
_
«
^
*
.

ら
'ず
し
‘て
一
...
踏
^
1)
^
.の
'み
'
 

又
^

^
議
國
於
_
寒
.记
る
は
國
家
な
る
稱
呼
を
有
す
る 

&
敌
に
國
家
^
る
.に

あ

ら

岁

し

<

、
’
被

保

譲

國

名

亦

主
 

馓
を
有
す
れ
ば
な.り
。
唯
被
保
議
國
は
保
！
i
ii
i」

の
.條 

t

f

 

行
"使

の

|
邡
を
保
護
國
に
委
住
し
杧 

る
.の
：
結

果

と

し

て

' 
恰
名
朱
成
年
者
が
飄
權
者
の
保 

领
^

^
く
る
於
如
き
她
位
に
在
る
の
み
。
然
れ
ど

^

P

斯 

..の.如

.含
||
1
1
,位
に
在
'る
乙
i
,が
'、
.毫
^

P
被
保
議
國
の
國
家 

f
e ノ •

.乙
i
?r
<
妨
げ
'る
f
o/̂
-
l/
i:
猶
求
成
年
者
务
亦
獨
立
の 

權
利
主
體
fc
る
t

と
を
妨
げ
^
る
、が
.如
し
。I寒
す
る
-に 

一
般
の
脚
語i
學
問
上
め
»
念
と
は
必
し
？

一

 

致
す
.る 

を
要
：甘̂
.
る
な
6
。
若
夫
れ
絕
對
に
其
の
必
要
あ
6
と 

肇

ん

/p
、

一
 
部
主
權
國
は
主
權
國
と
云
ふ
舣
故
に
法 

.理
上
‘に
於
て
名
亦
^
を
主
權
圃
と
解
せ
次
る
可
&
ら
ぎ 

，る

t

と
.に
相
成
る
可
し
。.然
れ
ど
名一

部
主
權
國
は
主

I

部
主
權
酗
、
釁

國

驚
••

*
§
^

め
名
0

^
不
當
な
.る

-«
6
、
然
る
に
撕.の
如
、き

.1.

九
六

不
當
め
#

_
を
^

®

ii>
t:
,本
法
^
'法
理
を
弄
せ
んi 
.

す
。
寒
に
本
末
を
類
倒
せ
る
の
«
論
杞
6
。

.次
に
銃
治
權
論
者
は
臼
ふ
.、

「

聯
邦
內
の
各
支
分
國 

ノ
 

.を
國
家
に
あ
ユ
梦
と
な3
ん
'か
、
各
支
分
國
と
支
分
國 

\

內
の
地
方
團
體el
i
ち
州
、
縣
、
鄱

、
市
町
村
等
と
は
^

\  

く
之
を
同
で
に
論
：じ
去■る
の
結
果
を
見
る
可
き
％
、
兩 

{

者
の
間
に
は
性
質
上
に*
し
き
相
違
あ
み
て
觀
念
上
之 

.

一
を
同

.

.

.一
視
す
る

を

得

^

る

を

奈

何

せ

ん」

と
。
然
ん
¥
し 

|

<
其
の
性
質
上
の
相
違
と
は
ニ

 

.ラー

ハ
ン
ド
J
J5
の
學 

一

»
中
に
見
え
把
る
舻
洳
く
、
聯
邦
內
の
各
支
分
國
は
統 

治
權
を
固
有
し
、
從
つ
て
國
象
な
る
に
反
し
支
分
國
內 

の

市
.1
|
1材
等
の
地
方
團
體«

國
家
ょ
6
統
治
權
を
委
任 

せ
ら̂

居

る

そ

の

：な

：
む

と

.

云
'

^

に

在
6

0然

れ

ど

名

此
 

\
の

差

別f t

名

亦

予»

の
.

敢

て

擁

ら
^

る

所

な6
0 

j
フK 

I
，ハX

ド

，
氏

は

現

代

公

法

叢

書

第

一

編

獨

逸

國
 

法

第

五

版

第

十
八

！®
®

註
に
次
の
如
く
言
へ
6
。

「

學
溝
屢
が
日
ふ
、地
*
1«
體
は
固
有
の
統
治
權
固
布 

の
：强
制
權
を
有
す
、
盖
し
其
の
.多
く
は
現
在
の.國

家Q

1 1

19,7

成
立
に
先
ち
て
存
在
し̂

れ
ば
な
シj

と
ひ
0
^
i 

是
れ
歷
史
的
觀
察
の
み
、
法
理
上
の
觀
察
に
あ
ら
次
る 

な
6
、
法
理
上
に
於
て
は
地
方
團
體
は
總
べ
て
國
家
の

， 

意
思
に
基
き

て

存
在
す
る

の
み
。
.
：

：

：

：

從

て

地

方\ 

團
«
の
看
す
る
.一
切
の
公
權
は
悉
く
國
家
ょ6
委
任
せ 

ら
れ
杧
る
名
の
に
あ
ら̂

る
こ
と
な
し
云
々
。

.

予
は
此
の「

ラ」

氏
の
學
^
を
其
«

«
て
以
て
»
双
を 

«
成
す
る
各
支
分
國
に
當
て
嵌
め
ん
i
欲
す
る
名
の
な
一 

6
。
元
來
獨
逸
帝
國
を
構
成
する
各
支
分
國
は
之
、t
歷

\ 

史
的
に
觀
察
す.れ

ば「

帝

國

ょ

み

古

し

」

：
と

云

は

^

る 

を
得
玄
、
然
れ
と
名
是
れ.單
に
歷
史
的
の*
察
の
み
、

j 

法
.理
土
の
觀
察
に
あ
ら
f

な
6
.。

藎

し

獨

逸

帝

國

の

一
 

構
成
要
素
と
し
て
の
へ
各
支
分
國
は
法
理
上
帝
國
に
丸
ち

\ 

ズ
|存
在
す
る
^
許r

u
t

れ
ば
な
^
N
o是
れ
自
明
の
.理
の 

み
。
獨
逸
帝
國

-V

其
.の
構
成
要
素'と
し
て
の
各
贫
分&
 

{- 

と
は
■
擗
に
成
立
し
叉
同
雜
に
存
在
す
.る
を
要
す
き« 0 

な
ぅ
。.
.
.
.
又
法
_
上
ょ
6
す
れ
ぱ
#
玄

分

_
.
»
獨

逸

帝

國
 

£
感
思t.

基
t

:t
r
存

茌

し

叉

獨

逸

帝

國

：の

構

成

要

素

-
^

し
て
は
全
く
帝
國
の
機
關
允
る
地
サ
位
に
立
つ
名
の
に
し 

.
て
、
從
つ
て
其
の
一
切
の
公
梢
は
悉
く
帝
國
ょ6
.委
任 

せ
ら
れ
允る

-;;P

の
と
解
せ
^
る
可
か
ら
^
る
な
6
。 

r

ッ
才
ル
ン」

氏
は
獨
.逸
帝
國
噙
法
第
一
卷
八
十
頁
に
次

fo
s

^

s

t。
。

。

：

。

。
.
。

。

。

。

。

。

。

。
，

一
各
支
分
國
の
留
保
せ
る
權
利
範g
tt
國

法

上

帝

©

上 

6
委
任
せ
ら
れ
tc
る

名

の

す

可

き

也」 

斯
の
ッ
氏
の
斷
言
は
泡
に
當
を
得
ヤ6
。

夫
れ
斯
の
如
し
、
統
治權
财
固
有
な
る
と
不M
iに
依 

て
支
分
國
と
支
分
國
內
の»
方
團
體
と
を
區
別
す
る
を 

得
^
。
否
、
實
質
上
爾
者
の
問
に根
本
の
差
違
あ
る
に 

あ
ら
^

#
る
に
强
..ひ
て
之
を
區
別
せん
と
す
るj

方 

に
於
て
.は

■主
權
圆
f

i
非
主
權
画
とを

.j

樣
に
國
家 

な
6

i
主
張
す
。
論
理
に
於
て
矛
盾
せ
6
と
の
譏
を
兔 

る
可
か
ら
ず
、
予
輩
の
之
に
與
す
る
能
は
次
る

所
以
な

之
を
要
す
る
に
主
權
な
る
觀
念
は
最
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